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50周年記念祝賀会報告
摂南大学土木会50周年記念祝賀会開催される
代表幹事　中土井　敬史（西日本旅客鉄道（株）　摂大平成7年卒）

　摂南大学土木会50周年記念祝賀会が平成26年11月29日（土）午後5時よ
り、摂南大学11号館スカイラウンジにおいて、多数の出席者の中で開催さ
れました。
　オープニングは50周年記念祝賀会にふさわしく摂南大学吹奏楽部による
奏楽で華々しく始まりました。新井会長（摂大60年卒）の挨拶につづき、
ご来賓としてご臨席を賜りました学校法人 常翔学園理事長の久禮哲郎先
生、摂南大学学長の今井光規先生、摂南大学理工学部長の森脇俊道先生、
摂南大学理工学部都市環境工学科長の頭井洋先生にご祝辞のお言葉を頂戴
しました。乾杯は摂南大学土木会の名誉顧問であります井上治先生にご発
声を頂き、会員相互の親睦を深めることができました。また大阪工業大学
土木会を始め、各卒業生会代表からも激励のお言葉を頂戴しました。

　祝賀会では役員会で作成しました摂南大学土木会50年の歴史を写真で振
り返るＤＶＤを放映し、懐かしい映像に皆さん大いに盛り上がっていました。
歴代会長への感謝状を贈呈して、終始和やかな雰囲気の中、平成26年3月
で退職される道廣一利先生に中締めをして頂き、澤井健二先生の万歳三唱
をもって、次期総会（平成27年）の再会を誓って閉会いたしました。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
各
方
面
で

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
役
員
会
の
ご
推
薦
を
受

け
て
、
不
肖
、
私
が
引
き
続
き
会
長
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
重
責
を
担
う
こ
と
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
伝
統
あ
る
土
木
会
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
層
の

努
力
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
土
木
会
創
立
50
周
年
祝
賀
会
は
常
翔
学

園
関
係
者
、
土
木
会
会
員
の

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
戴
き
、
盛
会
に
終
え
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
す
る
と

と
も
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
公
共
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
関
連
事
業

や
政
府
の
経
済
対
策
・
成
長
戦
略
に
加
え
、
国
民

の
安
全
・
安
心
確
保
、
地
域
の
活
性
化
と
い
っ
た

分
野
へ
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
政

府
が
掲
げ
る
国
土
強
靭
化
、
防
災
、
減
災
対
策
な

ど
社
会
資
本
整
備
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
な
か
で
、

い
ま
最
も
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
老
朽
化
イ
ン

フ
ラ
対
策
で
す
。
今
後
、
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不

足
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足

の
対
応
は
、
土
木
技
術
者
、
技
能
労
働
者
の
職
場

環
境
の
改
善
を
早
急
に
取
り
組
み
、
女
性
技
術
者
、

女
性
技
能
労
働
者
の
採
用
拡
大
を
打
ち
出
し
、
土

木
の
必
要
性
と
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
品
質
確
保
と
そ
の
担
い
手

の
確
保
を
目
的
と
し
た
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進

法
（
品
確
法
）、公
共
工
事
入
札
契
約
適
正
化
法
（
入

契
法
）、建
設
業
法
の
3
法
の
改
正
（
担
い
手
3
法
）

は
、
建
設
業
界
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た

明
る
い
材
料
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
本
年
度
は
常
翔
学
園
大
阪
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
北
区
梅
田
）
で
11
月
14
日
（
土
）
に
総
会

を
開
催
し
ま
す
。
是
非
と
も
多
く
の
会
員
の
絆
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
、
会
員
一
人
一
人
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
総
会
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

　
摂
南
大
学
土
木
会
会
員

の
み
な
さ
ま
に
は
、
平
素

よ
り
本
学
科
の
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

都
市
環
境
工
学
科
と
し
て
今
年
は
6
年
目
に
な
り
ま

す
。
学
科
改
変
に
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
は
一
段

落
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
改
革
へ
努
力
し
ま
す
の
で

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

か
ら
求
人
は
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
も
求
人

は
官
民
と
も
に
好
調
で
す
。
公
務
員
希
望
者
が
多
い

の
が
今
年
の
特
徴
で
す
が
、
地
方
上
級
は
じ
め
合
格

者
も
多
数
出
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
民
間

会
社
の
方
も
、
採
用
時
期
が
ず
れ
る
な
ど
当
初
は
心

配
し
ま
し
た
が
、
順
調
に
内
定
者
が
で
て
い
ま
す
。 

　
学
科
教
員
に
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た

り
本
学
科
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
道
廣

先
生
が
今
年
3
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
開
設
当
初

よ
り
土
木
工
学
科
教
員
と
し
て
着
任

さ
れ
、
学
科
名
称
は
変
更
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
、
都
市
環
境

工
学
科
の
教
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
道
廣
先
生
の
後
任
と
し
て
、
京
都

大
学
の
博
士
課
程
を
修
了
し
た
新
進
気
鋭
の
寺
本

講
師
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
学
生
に
も
っ
と
も
年

齢
の
近
い
若
手
教
員
と
し
て
、
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
本
学
科
共
通
準
備
室
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
長
年
勤
め
て
い
た
だ
い
た
黒
崎
さ
ん
が
学
園

規
定
に
よ
り
今
年
3
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
黒

崎
さ
ん
は
主
と
し
て
学
科
の
会
計
処
理
を
担
当
し

て
い
た
だ
き
、
教
員
一
同
も
様
々
な
形
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
黒
崎
さ
ん
の
後
任
と
し
て
河
合

さ
ん
が
着
任
さ
れ
、
特
任
を
含
む
専
任
教
員
十
名
、

共
通
準
備
室
ス
タ
ッ
フ
3
名
で
学
科
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
摂
南
大
学
土
木
会
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
内
容
を
中
心
に
学
科
の
主
な

動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　
J
A
B
E
E
に
関
し
て
は
、
2
0
1
2
年
度
の
継
続

審
査
に
よ
り
2
0
1
8
年
3
月
ま
で
6
年
間
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
は
継
続
的
な
改
善
活
動
の
一

環
と
し
て
摂
土
会
の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
卒
業

生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
科
教
育
改
善

委
員
会
委
員
長
の
八
木
先
生
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
結
果
は
学
科
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://www.setsunan.ac.jp/civ/index.htm

l

）

を
通
じ
で
卒
業
生
の
皆
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

と
と
も
に
、
来
年
3
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
学

科
の
外
部
評
価
や
教
育
改
善
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
摂
南
大
学
技
術
士
会
お
よ
び
摂
土
会
の
全
面
協

力
の
も
と
に
在
学
生
む
け
の
技
術
士
啓
蒙
講
演
会

を
今
年
も
6
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
木
下
会
長
、

新
田
副
会
長
、
寝
屋
川
市
職
員
の
小
山
さ
ん
の
講

演
・
激
励
な
ど
、
技
術
士
資
格
の
重
要
性
や
技
術

士
の
役
割
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
9
月
に
は
、
学
生
向
け
講
演
会
、
現

場
見
学
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
行
事
に
も
、
毎
回
、
土
木
会
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
摂
土
会
創
立
50
周
年
の
年
に
当
た
り
、

11
月
に
記
念
祝
賀
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
同
窓
生
が
集
っ
て
い
た
だ
き
、
O
B
・
O
G

の
方
々
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
母
校
と
本
学
科
の
発
展
に
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
科
長
挨
拶

　
６
年
目
を
迎
え
た
都
市
環
境
工
学
科

教
授
　
頭
井　

洋

　
会
長
挨
拶

　

再
任
の
ご
挨
拶
・
土
木
会
総
会
を
迎
え
て

会 

長　

新
井  

栄
作
（
摂
大
昭
和
60
年
卒
）

信
幸
建
設
㈱
大
阪
支
社
長

平成27年度　摂南大学土木会総会
　平成27年度総会を下記日程で開催いたします。ぜひ旧友とご連絡をお取りいた
だき、ご参加いただきますようお願い申し上げます。
■と　き：平成27年11月14日（土）
　　　　　●15:00 ～ 16:00　特別講演：『ご安全に!!』～労働災害防止の合言葉～
　　　　　　発表者：厚生労働省　北大阪労働基準監督署
　　　　　　　　　　労働衛生専門官　坂本 圭 先生
　　　　　●16:15 ～ 16:45　平成27年度総会
　　　　　●17:00 ～ 19:00　懇親パーティー
■ところ　・常翔学園大阪センター（特別講演・総会）
　　　　　・毎日インテシオ3F「Restaurant&Lounge翔」（懇親パーティー）
■会　費：3,000円

準会員（学生）向けの講演
平成27年10月24日（土）13:00 ～ 14:00（8号館4階842教室）

『就職に役立つ土木業界の特徴』　一般社団法人　近畿建設協会　小川 芳也 先生

ご　案　内
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都市環境工学科・講師　寺本　俊太郎
　2015年4月より、道廣一利教授の後任として、都市
環境工学科の講師として就任いたしました。これまで
に、京都大学工学部地球工学科を卒業、昨年度に社会
基盤工学専攻を修了し、ご縁あって本学で教鞭を取ら
せていただいております。これからは、研究のみなら
ず、教育という重要かつ困難な分野においても尽力し
ていきたいと思いますので、何卒よろしくお願いいたします。
　授業は、「地盤力学」、「建設工学実験」、「環境計画設計製図」など
であり、専門分野となります地盤系、基礎工学に関した科目を担当し
ております。特に地盤力学は、土木の三力のひとつとなる非常に重要
な基礎学問でありますので、若輩者として大きな責任を感じながらも、
少しでも学生に土への興味を持ってもらえるように日々工夫して望ん
でおります。
　卒業研究では、次のテーマについて取り組んでおります。
①増し杭された群杭基礎の力学挙動の解明および新たな施工方法の提案
　先日の東日本大震災やきたる南海トラフ地震に面して、構造物の耐
震補強について多くの感心が集まっております。その構造物の基礎に
対する耐震補強方法のひとつである「増し杭工法」について、現在の
施工方法や設計法の問題点を改善するために、模型実験や数値解析を
行って検討を進めております。
②デジタル写真測量技術を用いた補強土壁の変位計測
　近年の集中豪雨増加による土砂災害などが増えている背景もあり、
補強土壁（補強材を盛土内に埋め込んで補強した構造物）の変形・維
持管理が重要とされています。その維持管理の方法として、写真測量
技術を用いた定期的な変位計測を行っており、長期的な変状や災害時
の変状について調べております。
　大学運営では、広報委員会としてオープンキャンパスを始めとした
対外行事に関わっており、土木の魅力をお伝えできるように努力して
おります。学生には、学業や研究に加えて、礼儀作法を身に着け、周
囲への配慮ができる人間になるように指導しております。

理工学部都市環境工学科　改組から6年目を迎えて
都市環境工学科・教授　伊藤　讓

　2010年度に工学部から理工学部への改組が実施され、工学部の2学
科が募集停止（都市環境システム工学科、マネジメントシステム工学
科）、3学科が新設された（生命科学科、住環境デザイン学科、都市環
境工学科）。また、新たな学部として経済学部が設置され、2012年度
には看護学部が新設された。
　本学科としては、実質的には名称変更であったが、定員は土木工学
科時代の110名から都市環境工学科は60名とほぼ半減した。また、改
組直後に一時的に受験生が激減するなど、学校当局からも厳しい視線
で見られることもあった。
　この厳しい状況を耐えられたのは、教室と同窓会組織である摂土会
が常に連携を取ってきたこと、就職難の時代においても教員による企
業訪問で着実に就職先を確保して、実質的就職率で100％を維持して
きたこと、教育改善においても大学の先頭を走ってきたことにある。
特に、現在、理工学部5学科で取り組んでいるJABEE認定では、他学
科に先駆けて都市環境システム工学科時代の2007年度に都市環境シ
ステム総合コースが新規認定、2009年度に中間審査合格、2012年度
には都市環境総合コースとして継続認定を得ることができた。なお、
現在まで、JABEE認定された総合コースの修了生は239名である。
　教育改善では、学科レベルでは、OBによる授業内容に関するアン
ケートの反映、主要専門科目におけるクラス分け授業、予習・復習を
促すシステム、P-1（ペーパーブリッジコンテスト）によるエンジニ
アリングデザイン教育、公務員・資格試験の実験促進等、学部レベル
では、教養科目を含むすべてのシラバスのチェック体制、全国に先駆
けた科学技術教養科目の立ち上げ、英語・数学の共通試験の実施等な
どが挙げられる。
　このように、改組前後から本学科では様々な改革を実施して成果を
得ることができたが、教室と同窓会組織である摂土会が繋がっている
ことは大きなメリットであり、他学科でも摂土会を手本とした同窓会
組織の強化を始めているようである。
　今後とも、摂土会の皆様におかれましては、授業改善や就職対策に
おいてご支援をお願いいたします。

就 任 の ご 挨 拶
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『土木会』と『会員（正・準）』との双方向の情報交換ならびに共有に、摂南大学土木会のホームページを活用しましょう

http://www.geocities.jp/setsudokai/
摂南大学土木会は都市環境工学科のJABEE受審を全面的に支援しています

大阪支店 /〒542-0081 大阪市中央区南船場 3-4-26（出光ナガホリビル）
　　　　　TEL06-4963-5931  FAX06-4963-5930
関西事業所 /〒660-0805 兵庫県尼崎市西長洲町 1-1-15
西日本支社　TEL06-6487-1111  FAX06-6487-1300

八　尾　博　彦
本　社 / 〒530-0055 大阪市北区野崎町7番8号梅田パークビル8階
　　　　 TEL 06-6367-3800(代表)  FAX 06-6367-3805
事務所 / 兵庫・姫路・京都・滋賀・福井・奈良
　　　　 和歌山・名古屋・岡山

総持寺霊園（茨木市）
隆国寺墓地（吹田市）
海印寺墓地（長岡京市）
王寺霊園（奈良県）
東本願寺天満別院（北区）
北摂霊園（豊能郡）
真龍寺霊園（茨木市）

服部徳風墓地（豊中市）
竜の子霊園（奈良県）
玉手山墓園（柏原市）
飯盛メモリアルパーク（四條畷市）
飯盛霊園（四條畷市）
その他公営墓地

広 告 募 集 ！
摂南大学土木会では本会報へ掲載の広告を募集しています。
協賛いただけます企業等がありましたら連絡をお願いします。

問い合わせ先
E-mail：setsudokai_40@yahoo.co.jp
URL：http://www.geocities.jp/setsudokai/　内メールフォームから

〒163-1031 東京都新宿区西新宿 3-7-1　新宿パークタワー http://www.toa-const.co.jp/

独自技術で未来を育むベストソリューションを提供します。

Sincerely,y,y Speedy,y,y and best Solution.

川崎地質株式会社
Kawasaki Geological Engineering Co., Ltd.

〒108-8337 東京都港区三田2-11-15
TEL.03-5445-2071 FAX.03-5445-2073
http://www.kge.co.jp/ E-mail. post-master@kge.co.jp

●環境・水
■多層多孔電気伝導度計測システム ■地下水資源探査・開発

■土壌・地下水汚染調査 ■環境予測・評価

■自然由来重金属迅速判定（ボルタンメトリー法）

●防災・減災
■土砂災害予測・計測システム ■空洞写真・空洞内部計測装置

■スイープ震源による地質構造探査と地震動評価

■ラバル型大口径サンプラー ■IT傾斜計測システム

●海洋・エネルギー
■マルチチャンネル音波探査（2D・3D）

■水上三次元音響測深

■シングルチャンネル音波探査 ■海底地震計

●メンテナンス
■パルスレーダ探査 ■連続波レーダ探査 ■EM探査

■コンクリート劣化診断 ■GoTEN-tk（孔内局部載荷試験）

■孔内ベクトル磁力計 ■SAAMジャッキ（軽量型リフトオフ試験機）

都市環境工学科・准教授　田中　賢太郎
　今年度、都市環境工学科には、1年次70名（8名）、2年次72名（6名）、3年次76名（3名）、4
年次61名（6名）で合計279名（23名）の学生が学んでいます。なお、括弧内の数値は女子学生
を示します。大学院の社会開発工学専攻における学科出身者は、1年次3名、2年次3名です。一方、
頭井　洋 教授が学科長として学科運営に当たり、教職員は専任10名、非常勤30名、事務スタッ
フ3名の陣容で教育・研究の指導に当たっています。
　学科主催の行事として、2014年9月11日に実施した講演会および現場見学会について報告させ

ていただきます。講演会では、（一社）建設コン
サルタンツ協会（JCCA）のご協力を得て、建
設コンサルタントの役割や業務内容などについ
てご講演いただきました。最後に、質疑応答の
時間があり、学生たちは積極的に質問しておりました。
　現場見学会は、1年生は2箇所（①人と防災未来センター、②琵琶湖疎水記念館）に、3年生は3
箇所（①都市計画道路大和川線常磐東開削トンネル工事、②NEXCO総研緑化技術センター、③
大阪港北港南地区航路（︲16m）附帯施設護岸築造工事）にわかれて現場を見学しました。参加
した学生は、建設現場の魅力や土木技術者の役割を肌で感じているようでした。また、摂土会を
通じて、大阪港北港南地区航路（︲16m）附帯施設護岸築造工事（施工:東亜建設工業株式会社）
の見学先をご紹介いただきました。この紙面をお借りして、心より厚くお礼申し上げます。

教 室 だ よ り

琵琶湖疎水記念館

人と防災未来センター

都市計画道路大和川線常磐東
開削トンネル工事（3年生）

大阪港北港南地区航路（︲16m）
附帯施設護岸築造工事（3年生）

NEXCO総研緑化技術センター（3年生）
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最
近
の
日
本
経
済
は
、
永
ら
く
続
い

た
不
況
か
ら
抜
け
出
す
兆
し
を
見
せ

て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
統
計
で

は
、
公
共
と
民
間
を
合
わ
せ
た
建
設
投

資
は
、
2
0
1
0
年
度
に
は
約
42
兆
円

ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
2
0
1
1
年

度
の
東
日
本
大
震
災
を
機
に
増
加
に

転
じ
、
2
0
1
4
年
度
は
約
48
兆
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
需
要
、
社
会
資

本
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持

修
繕
工
事
の
増
加
等
が
背
景
と
な

り
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
傾
向
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
総
務
省
の
労
働

力
調
査
に
よ
れ
ば
建
設
業
の
就
労
人

口
は
、
1
9
9
7
年
度
の
6
8
5
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
2
0
1
3

年
度
に
は
4
9
9
万
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
建
設
投
資
が
増
加
し
て
い
る
の

に
対
し
、
就
労
人
口
が
減
少
し
、
人
手

不
足
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
企
業
に
加
え
て
官

公
庁
も
採
用
意
欲
が
非
常
に
高
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
変
化
に

加
え
て
、
就
職
活
動
に
も
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
政
府
と
経
団
連
と
の
合

意
に
よ
り
、
昨
年
度
ま
で
は
12
月
1

日
で
あ
っ
た
就
職
活
動
の
解
禁
が
3

月
1
日
に
3
か
月
後
ろ
倒
し
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
の
就
職
活
動
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
社
会
的
変

化
の
も
と
で
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
田
中
准
教
授
と
熊
野
が

就
職
担
当
と
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
8
月
21
日
現
在
の
進
路
内
定
状

況
は
、
4
年
次
生
61
名
中
、
進
路
内
定

者
は
30
名
（
49
・
2
%
）、
大
学
院
2

年
次
生
3
名
中
、
1
名
（
33
・
3
%
）

で
全
体
で
は
、
64
名
中
、
31
名
（
48
・

4
%
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
と

は
、
就
職
活
動
解
禁
時
期
が
異
な
る
た

め
単
純
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
昨
年

同
時
期
よ
り
約
20
％
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
公
務
員
志
望
者
が
多

く
、
現
在
結
果
待
ち
で
あ
る
こ
と
も
一

因
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
本
学
へ
の

求
人
は
、
W
E
B
で
の
受
付
が
大
半
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
業
界
か
ら
の

求
人
は
、
土
木
・
建
築
併
せ
て
6
0
0

件
以
上
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
先
述
し
た
企
業
の
採
用
意
欲

の
高
さ
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
求
人
数
が
増
加

し
、
学
生
に
採
用
の
チ
ャ
ン
ス
が
増
え

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
路
内
定
率
が

昨
年
度
を
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
売
り
手
市
場
で
あ
る
と
は
い
え
、

建
設
業
界
の
採
用
活
動
に
お
い
て
厳

選
選
抜
傾
向
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
厳
選
選
抜
傾
向
と
い
っ
て
も
企
業
は

採
用
に
際
し
て
大
学
で
の
学
業
成

績
、
す
な
わ
ち
、
学
力
だ
け
で
な
く
、

「
人
物
」
に
も
重
点
を
置
い
て
採
用
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
は
昔
も
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
ご
存
知
の
通
り
摂
南
大
学

は
、
建
学
の
精
神
を
「
理
論
に
裏
付
け

ら
れ
た
実
践
的
技
術
を
持
ち
、
現
場
で

活
躍
で
き
る
専
門
職
業
人
の
育
成
」
と

し
、
教
育
理
念
に
知
的
専
門
職
業
人
と

し
て
の
人
間
力
、
実
践
力
、
統
合
力
の

涵
養
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
就
職
で
重
視

さ
れ
る
「
人
物
」
と
は
人
間
力
、
実
践

力
、
統
合
力
を
総
合
し
た
も
の
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
就
職
を
目
指
す
学
生
の
皆

さ
ん
は
、
常
に
本
学
の
教
育
の
理
念
と

そ
れ
を
具
現
化
し
た
学
科
の
学
習
・
教

育
到
達
目
標
を
意
識
し
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。
学
科
と
し
て
も
本
学
の
卒
業

生
で
あ
る
会
員
の
皆
様
と
の
情
報
交

換
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら

人
間
力
、
実
践
力
、
統
合
力
を
よ
り
無

理
な
く
涵
養
で
き
る
よ
う
に
教
育
シ
ス

テ
ム
の
改
善
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
が
求
め

る
若
き
技
術
者
を
未
来
に
わ
た
っ
て
輩

出
し
て
い
け
る
よ
う
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

2015年度の就職状況

 大きな変化の中での就職活動
‒人間力、実践力、統合力を磨こう

都市環境工学科　教授　熊野 知司

［摂南大学土木会］平成₂₆年度 決算書・平成₂₇年度 予算書

表1  平成26年度決算
収　入　の　部

科　　目 予　算 決　算
前年度繰越金 680,664 680,664 
正会員入会金
75名 760,000 750,000 

広告料（18社） 320,000 360,000 
広告料（個人）
23名 0 60,000 

預金利息 500 523 
名簿売上 3,000 0 
創立50周年寄付金 50,000 386,000 
特別積立金より繰入 100,000 100,000 
雑収入 0 275,000 

合計金額 1,914,164 2,612,187 

支   出　の　部
科　　目 予　算 決　算

事務費等　　　 140,000 6,465 
創立50周年記念
祝賀会費 650,000 730,854 

名簿追加修正費 30,000 25,600 
会報発行費 800,000 838,867 
同窓会補助 30,000 0 
役員会・評議員会費 100,000 86,687 
特別講演会 0 0 
慶弔費・見舞金 70,000 60,030 
雑費 30,000 3,120 
予備費 64,164 0 
次年度繰越金 0 860,564 

合計金額 1,914,164 2,612,187 

表2  平成27年度予算
収　入　の　部

科　　目 予　算
前年度繰越金 860,564 
正会員入会金 600,000 
広告料 320,000 
預金利息 500 
名簿売上 3,000 
特別積立金
より繰入 0 

合計金額 1,784,064 

支   出　の　部
科　　目 予　算
事務費等 140,000 
総会費 400,000 
名簿追加
修正費 30,000 

会報発行費 800,000 
同窓会補助 30,000 
役員会・
評議員会費 100,000 

特別講演会
（2人分） 100,000 

慶弔費・
見舞金 70,000 

雑費 30,000 
予備費 84,064 

合計金額 1,784,064 

　平成26年度決算は表１のとおりであり、監査を経て、平成27年7月の
役員会で収支とも相違ないことが認められた。
　また、平成27年度予算は表２に示すとおりである。摂土会総会開催の
ため、支出の部で総会の開催費用および会員向けの特別講演会の講師料
が計上されている。

平成27年3月31日現在 特別積立金330万円

平成27年4月1日現在
特別積立金330万円
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　　事務所
兵庫・姫路・京都・
滋賀・福井・奈良・
和歌山・名古屋

〒530-0055　大阪市北区野崎町 7 番 8 号 梅田パークビル 8F
TEL 06-6367-3800  Mail sccsomu@shusei.co.jp

　　　 卒業生
吉澤慶文  高専土木 S50
徳久仁志  高専土木 S54
小東宏光  摂大 H4
藤原基享  摂大 H7
川野真裕  修士過程 H20
札場大太  修士課程 H25

代  表  取  締  役  社  長

八  尾  博  彦

快適な国土をデザインする

求められる技術と人材特 集 記 事

入
社
3
年
目
を
経
て

　

中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）本
社
環
境
技
術
本
部

　

原
田 

尚
慶
（
摂
大
平
成
23
年
卒
・
摂
大
院
平
成
25
年
修
了
）

　

私
は
大
学
院
を
卒
業
し
て
、

中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
株
）
に
入
社
し
て
か
ら
今
年

で
3
年
目
に
な
り
ま
す
。
来
年

以
降
は
大
阪
支
社
に
配
属
予
定

で
す
。
現
在
、名
古
屋
本
社
の
環
境
技
術
本
部
に
所
属
し
、

上
下
水
道
施
設
の
耐
震
診
断
及
び
補
強
設
計
や
施
設
の

劣
化
診
断
等
が
中
心
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
社
前
に
感
じ
て
い
た
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
「
事
務
所
内
に
常
駐
し
構
造
計
算
や
設
計
図

面
を
作
成
し
、業
務
内
容
の
わ
か
り
に
く
い
職
種
だ
な
ぁ
」

程
度
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
入
社
後
す
ぐ
に
そ
の
イ

メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
、
発
注
者
と
の
打
合
せ
や
設
計
図
面

と
現
場
の
確
認
を
行
う
た
め
の
現
地
調
査
等
の
慌
た
だ
し

い
毎
日
で
す
が
、
や
り
が
い
の
感
じ
る
世
界
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　

入
社
1
年
目
で
は
、
上
司
に
付
き
添
い
貯
水
池
（
治
水

目
的
で
山
か
ら
の
表
流
水
や
伏
流
水
を
貯
め
て
お
く
場

所
）
の
漏
水
調
査
業
務
に
携
わ
り
、
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
電
気
探
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
貯
水
池
の
漏

水
箇
所
の
特
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
年
目
で
は
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
に
あ
る
豊
野
浄
水

場
浄
水
池
の
耐
震
診
断
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
入
社
2

年
目
に
も
関
わ
ら
ず
、
難
易
度
の
非
常
に
高
い
液
状
化
地

盤
と
構
造
物
の
非
線
形
性
を
考
慮
し
た
動
的
解
析
に
よ
る

耐
震
診
断
を
任
さ
れ
先
輩
社
員
の
方
に
補
助
を
し
て
頂

き
、
毎
日
遅
く
ま
で
指
針
を
読
み
込
み
な
が
ら
勉
強
と
業

務
を
進
め
ま
し
た
。
大
変
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
高

度
な
解
析
業
務
に
携
わ
る
機
会
が
得
ら
れ
非
常
に
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

3
年
目
で
は
、
下
水
処
理
場
の
地
震
・
津
波
に
対
す
る

防
災
・
減
災
対
策
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
下
水
処
理
場

と
い
っ
て
も
そ
の
処
理
機
能
は
様
々
で
あ
り
、
施
設
重
要

度
や
処
理
機
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
合
理
的
な
防

災
及
び
減
災
対
策
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
構
造
計
算
や
設
計
図
の
作
成

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
発
注
者
に
対
し
資
料
内
容
を
伝
え

る
た
め
の
知
識
や
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
数
多
く

の
業
務
を
進
め
る
た
め
に
自
分
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い

た
め
、
社
内
外
問
わ
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必

要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
就
職
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
自
分
の
就
き

た
い
職
種
の
業
務
イ
メ
ー
ジ
が
沸
か
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
会
社
見
学
等
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
人
４
年
目
の
近
状
報
告

　

株
式
会
社
小
島
組

　

林 

隆
太
（
摂
大
平
成
24
年
卒
）

　

私
は
、
今
年
の
４
月

で
愛
知
県
に
本
社
が

あ
る
建
設
会
社
に
入

社
し
て
４
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
現
場
が
忙
し

い
と
毎
日
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
現
場
や
事

務
所
で
書
類
作
成
を
行
い
大
変
な
現
場
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
入
社
２
年
目
の
春
に
関
東
へ
転

勤
と
な
り
、
職
場
環
境
も
生
活
環
境
も
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
転
勤
だ
け
で
な
く
岩
手
県
や

宮
城
県
へ
出
張
で
数
ヶ
月
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
少
し
ず
つ
会
社
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
、
二
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

に
合
格
し
、「
主
任
技
術
者
」
と
し
て
現
場
に
出

る
資
格
を
取
得
で
き
ま
し
た
。
試
験
に
合
格
す

る
事
に
よ
り
自
分
自
身
に
自
信
が
付
き
、
仕
事

が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
心
も

し
て
い
ら
れ
ず
現
場
監
督
と
し
て
働
く
に
は
、
一

級
土
木
施
工
管
理
技
術
者
の
資
格
が
必
要
で
す
。

現
場
を
熟
し
な
が
ら
今
年
の
夏
に
、
一
級
土
木

施
工
管
理
技
術
検
定
試
験
を
受
験
し
資
格
取
得

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

入
社
し
て
か
ら
現
在
ま
で
３
年
４
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
沢
山
の
困
難
が
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ど
の
企
業
に
入
社
し
て
も
働
い
て
い

る
限
り
は
苦
し
み
や
困
難
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
も
周
り

の
人
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
大
学
で
学
ん
で
き
た
事
が
全
て
で
は
無

く
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
学
ぶ
事
も
沢
山
あ

り
ま
す
。
私
は
、
ま
だ
現
場
監
督
と
し
て
一
人
前

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
経
験
を
積
み
重

ね
、「
安
全
管
理
」、「
施
工
計
画
」、「
品
質
管
理
」、

「
コ
ス
ト
管
理
」
等
、
総
合
的
に
現
場
を
指
揮
で

き
る
技
術
者
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

勉
強
も
大
事
で
す
が
、
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル

活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
通
じ
て
学
生
時
代
に

沢
山
の
友
人
と
交
流
し
社
交
性
を
身
に
付
け
る

事
も
社
会
人
に
な
る
前
の
勉
強
に
な
る
と
私
は

思
い
ま
す
。
大
学
４
回
生
は
、
就
職
活
動
と
卒

業
研
究
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
後
悔
し
な

い
よ
う
に
最
後
ま
で
努
力
し
て
最
高
の
学
生
生

活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と

　
一般
社
団
法
人 

近
畿
建
設
協
会 

大
阪
支
所

　

阪
本 

仁
美
（
摂
大
平
成
24
年
卒
）

　

私
は
、
平
成
24
年

に
摂
南
大
学
を
卒
業

し
、
一
般
社
団
法
人

近
畿
建
設
協
会
に
入

社
し
て
今
年
で
4
年

目
を
迎
え
ま
す
。
入
社
か
ら
3
年
間
は
経
営

企
画
部
に
在
籍
し
、
各
所
属
部
署
の
業
務
デ
ー

タ
の
分
析
、
社
内
研
修
・
講
習
会
の
実
施
、
安

全
対
策
の
推
進
、
公
益
事
業
等
の
業
務
と
社

内
統
括
を
中
心
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
技

術
的
な
仕
事
と
は
直
接
の
結
び
つ
き
は
少
な

か
っ
た
で
す
が
、
社
内
全
体
を
見
渡
せ
、
ま
た

会
社
の
窓
口
と
し
て
も
社
内
外
問
わ
ず
人
脈

を
広
げ
ら
れ
、
他
部
署
に
は
な
い
良
い
機
会
を

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
4
月
か
ら
は
大
阪
支
所
に
異

動
し
道
路
の
管
理
引
継
業
務
に
携
わ
っ
て
お

り
、
国
・
県
・
市
町
な
ど
の
道
路
や
構
造
物
等

の
管
理
者
へ
の
引
き
継
ぎ
資
料
や
管
理
区
分

に
係
る
資
料
作
成
、
ま
た
道
路
の
供
用
開
始
・

区
域
変
更
な
ど
各
種
手
続
き
の
調
整
補
助
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。初
め
て
の
現
場
業
務
や
、

国
や
県
・
市
町
と
の
協
議
、
業
務
中
に
飛
び

交
う
聞
き
慣
れ
な
い
用
語
や
道
路
法
の
条
例

な
ど
、
そ
の
時
々
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
は
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
一
つ
着
実
に
事
業
が
進
み
道
路

の
供
用
を
迎
え
、
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
て
い
く
の

を
実
感
す
る
と
そ
の
分
喜
び
も
大
き
く
、
地

図
に
残
る
仕
事
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
思
う

と
や
り
が
い
も
大
い
に
感
じ
ま
す
。

　

土
木
技
術
職
に
就
い
て
い
て
思
う
こ
と
は
、

仕
事
の
幅
の
広
さ
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で

も
新
し
い
仕
事
に
携
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
、
刺
激

的
で
や
り
が
い
が
あ
り
、
土
木
の
魅
力
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
常
に
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
し
て
、
新
し
い
こ
と
に
も
怯
ま
ず
に
挑

戦
し
、
貪
欲
に
吸
収
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

な
と
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。
入
社
当
初
に
上

司
か
ら
言
わ
れ
た
「
仕
事
は
逃
げ
た
ら
倍
、

向
か
っ
た
ら
半
分
」
と
い
う
言
葉
は
今
で
も
胸

に
刻
ん
で
い
て
、
困
難
に
直
面
す
る
度
に
思
い

出
し
邁
進
す
る
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
日
々
勉
強
を
怠
ら
ず
に
、
そ
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

技術士会だより 会長　木下　幸佐（摂大昭和57年卒）
　技術士会は、平成14年２月の発足以来14年目を迎え、発足３年目から
おこなっております総会および特別講演会の開催も今年で11回を数えまし
た。会員数も建設部門のみならず上下水道部門、機械部門の方も加入戴き
69名となりました。
　技術士会では、毎年在学生に対する技術士第1次試験受験セミナーの開
催を行っております。昨年は２名の院生が技術士第１次試験に合格され準

会員となられ、大変喜ばしく思っております。
　また平成20年からは、大学技術士会連絡協議会のメンバーとしても大学
相互の技術士の連携・啓発活動に参画しており、参加大学も25大学と増加
しております。
　卒業生の皆様方の中で、技術士および技術士補をお持ちの方は是非、技
術士会への入会をお願いします。会員相互の連携と親睦をはかり、微力な
がら母校の発展に尽力しましょう。
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昨
年
10
月
以
降
に
寄
付
い
た
だ
い
た
方
を

今
号
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
）

向
日
市
役
所

上
出
　
　
聰

（
平
成
6
年
卒
）

才
野
紅
葉

（
平
成
26
年
卒
）

福
井
雄
一

（
平
成
11
年
卒
）

中
井
由
華
里

（
平
成
21
年
卒
）

赤
羽
　
　
太

（
平
成
6
年
卒
）

殿
村
　
　
孝

（
昭
和
43
年
卒
）

奥
田
日
出
男

（
昭
和
46
年
卒
）

別
所
友
宏

（
昭
和
49
年
卒
）

西
村
正
道

（
昭
和
62
年
卒
）

高
岡
洋
公

（
平
成
19
年
卒
）

目
良
　
　
敏

（
昭
和
47
年
卒
）

安
永
礼
三

（
昭
和
48
年
卒
）

宇
山
明
男

（
昭
和
58
年
卒
）

西
川
高
雄

（
昭
和
54
年
卒
）

田
中
昌
明

（
昭
和
48
年
卒
）

加
藤
和
夫

（
昭
和
54
年
卒
）

森
　
　

俊
介

（
昭
和
55
年
卒
）

宇
宿
公
彦

（
昭
和
61
年
卒
）

篠
原
嘉
明

（
昭
和
49
年
卒
）

坂
本
　
　

圭

（
平
成
10
年
卒
）

三
上
賢
二

（
昭
和
49
年
卒
）

窪
田
保
憲

（
高
専
昭
和
45
年
卒
）

長
尾
茂
和

（
昭
和
62
年
卒
）

太
田
　
　
明

（
昭
和
43
年
卒
）

荒
瀬
美
喜
夫

（
昭
和
44
年
卒
）

摂
南
大
学
吹
奏
楽
部

「都市環境システム工学科 建築士プログラム」（一級建築士受験資格）認定条件※1

入学年（西暦） 入学年（平成） 学科 「建築士プログラム」認定の条件
2002 14 都

市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科

平成20年度開講の「建築製図」又は平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。又は同等の科目を他
大学で履修して単位取得する※3。2003 15

2004 16
2005 17 平成20年度開講の「建築製図」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」（平成21年度から開講）を科目履修生として単

位取得する※2。もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2006 18
2007 19 平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。

もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2008 20
2009以降 21以降 認定されない。※4

※1： 一級建築士受験を目指す「建築士プログラム」認定の条件です。卒業後に、建築に関して2年以上の実務経験を経て一級建築士試験の受験資格が得られます。二級建築士は、卒業後に1年以
上の実務経験を経て受験できます。この場合、「建築士プログラム」認定の必要はありません。また、二級建築士合格後、4年以上の実務経験を経て一級建築士が受験できます。

※2： 卒業後に対象科目の単位修得を行った場合も実務経験の起算日は卒業時となりました。なお科目履修の手続きについては教務課に問い合わせください。
※3： 卒業後に対象科目の単位を他大学で取得した場合でも一級建築士の受験資格が得られるようになりました。詳しい条件等については教務課又は（財）建築技術教育普及センターに問い合わ

せてください。
※4： 2009年度入学生（2010年度以降は都市環境工学科）からは新建築士法が適用されます。「建築士プログラム」は認定されませんが、新建築士法の規定により、指定科目の履修と所定の

実務経験から二級建築士の受験資格が得られます。

事務スタッフ紹介
河合 かおり

　はじめまして。
　４月から都市環境工学科に勤務することにな
りました河合かおりです。
　今まで民間企業ばかりの就業で、学校勤務は
未経験でした。学校は、私にとって堅いイメー
ジしかなく、今回の就業はかなり悩みました。
　しかし、派遣されて一番に感じたのは、とても自由な雰囲気
でした。
　そして見渡せば見えてくる、学生たちの楽しそうな笑顔。そ
の瞬間、学校へのマイナスなイメージは一変し、この場所は、
未来の社会を支える人材が旅立つ場所でもあり、短い人生の中
で、輝く時間を過ごす場所でもあるのだと思いました。
　私に出来ることは、そんな学生たちを少しでも手助けするこ
と。そう強く感じました。
　まだ不慣れなところもありますが、同じ事務スタッフの方々
に助けられながら、私も、ここで一緒に成長したいと思います。

事 務 ス タ フ 紹 介
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摂南大学エコシビル部が
与えてくれた経験

3年生　内山　昌哉

　摂南大学は、「いろいろな経験を与

えてくれるところ」と思います。私は、

エコシビル部という部活に所属してい

ます。元々は土木工学研究部という名

前で、大学創設当初からある歴史の長

い部活です。土木工学分野において、

環境が重視されるようになった時代背景に合
わせ、環境を表すeco

と市民や土木を表すCIVILを組み合わせた造
語を用いて改名し、土

木に加えて市民活動や環境活動に幅を広げてい
ます。

　活動内容は大きく2つあり、1つは拠点整備
活動です。淀川の点野

地区を拠点とし、河川レンジャーの方々と協
力して河川敷に生えて

いる外来植物の草刈りを行っています。私自身
、授業とともにフィー

ルドワークを経験することにより、生態環境
学の知識を習得し外来

種のことを学び、外来種の繁殖力や生命力、
脅威を体で感じていま

す。外来種の生命力におされ固有種が少なく
なっているのが現状と

してある中で河川整備はとても大切なことであ
ると考えています。

　このページは、私たち大学院生が企画し作成したものです。ここでは、先生方やOB・OGだけでなく学生や学生の
ご家族にも親しみのある会報誌になるように、学生自身の考えや意見を主に掲載しています。現在、本学科には279
名の学生が在籍しています。昨年度には摂南大学土木会は50周年を迎えましたが、摂南大学の様子もこの50年間で
様々な変化があるかと思います。そこで、現在の摂南大学の様子を皆様に知ってもらいたく、今回のテーマを「摂南
大学ってどんな大学？」としました。1回生から4回生まで意見が異なっており、学年によってさまざまな感じ方があ
ると思いました。最後に、このページの作成にご協力してくださった先生方やアンケートに答えてくださった学生の
皆様に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 松田拓也、岩田健太郎

松田優花

ニーズに合わせた対応が

できる場所

2年生　井村　郁美

　摂南大学は、一人一人のニ
ーズに合

わせた対応ができる大学だ
と思いま

す。7学部13学科存在する総
合大学で

あるため、専門性を担保しつ
つ、幅広

い学習をすることができます
。また、

勉強面だけでなく、課外活動
もとても

盛んで、たくさんの学生が明
るく、元気にトレーニングに

励んでい

ます。その他にも、就職部に
よる徹底した就職支援や教員

免許・さ

まざまな資格の取得における
サポートが充実しています。

そのため

に、私たち学生は、自分が本
当に頑張りたいことを見つけ

、視野を

広げたり、社会に出るために
必要な大事なことを学ぶこと

ができま

す。摂南大学というすばらし
い環境を活かして、何事にも

積極的に

取り組み、最高の仲間ととも
にかけがえのないキャンパス

ライフを

過ごしたいです。

入学して良かったと思える場所
4年生　東中　一晃

　考えることは十人十色でも、ただ1
つ「この摂南大学に来て良かった」と
いう心緒は共有できるそんな場所だと
思います。現在、私は熊谷ゼミ（地域
環境計画研究室）に所属しています
が、毎週ゼミにおいて熱心に指導してもらえるので、がんばろうという気持ちになります。銘々、この摂南大学に入学することを決めた理由があると思います。そして入学する以前、誰しもが抱くであろう「大学」に対する期待やそれと同等の不安も様々かと思います。しかし、期待はその通りに、不安は杞憂に終わったのではないでしょうか。常日頃から楽しい雰囲気で充ち満ちて、それがクラブ・サークル活動を活発にさせたり、イベントは忘れられないぐらいの盛り上がりを見せることに繋がるのでしょう。また、先生方との距離が近いのも摂南大学の特徴だと思います。勉強や就職に関すること、その他学生生活での疑問など、大学に通う上で避けられない不安や相談事を親身になって聞いてくれます。そして、結論はきちんと自分で考えるように導いてくれるので感謝しています。

摂南大学ってどんな大学？

摂南大学エコシビル部が

自分を成長させてくれる場所
1年生　渡邉　啓太

　総合大学である摂南大学は、全学
部対象の授業や、部活やサークルな
どで他学部との交流ができ、人との
繋がりをもてますし、とても施設が
充実しています。それに加えて、枚
方キャンパスの人とも部活の交流戦やボランティアスタッフズがサポートしている新入生ふれあいキャンプに参加することにより、キャンパスを越えて人とのコミュニケーションを図ることができました。私は、この摂南大学で「自分を成長させたい」と思います。

　授業面では、少人数教育や学習支援センターで自分が苦手な科目を、マンツーマンで理解できるまでしっかりと教えていただいたり、基礎学習において自分にあった学習ができます。また、就職部、資格サポートセンターや公務員志望の学生に対するサポートがあり、学生生活だけではなく、社会人になるために必要なことについて様々なサポートを受けられ、卒業後のことをイメージすることができます。私は、このきれいで設備が充実したキャンパスで充実した学生生活を過ごし、自信をもって社会に飛び出したいです。

編 集 後 記

ニーズに合わせた対応が
ニーズに合わせた対応が

できる場所

摂南大学ってどんな大学？
摂南大学ってどんな大学？

自分を成長させてくれる場所充実し
た生活の中

で、私達はこんなことを考えています！
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